


































3 本稿で扱うデータは、震災以前の2006年 8 月～2007年11月（悉皆調査は2007年10月に実施）に断続的に行った





























































ったく受けていないわけではない。本震は震度 5 強を記録し、死者 1 名、軽傷 6 名、住家被害も全
壊 4 棟、一部破損330棟にのぼった［会津若松市 2011］。さらに見落とすことができないのは、原発
事故による放射性物質の空気中への放出である。以前は、0.04～0.05マイクロシーベルト/時間（平
成21年度）だった平常値が、2011年 3 月15日に、ピークの2.57マイクロシーベルト/時間を記録した。
4 月に入ると0.2前後、5 月は0.17前後、6 月は0.16前後で推移した。
原発事故を受け、原子力災害対策特別措置法に基づき、福島県全域において食品（農作物）の摂取

















































買い手 A さん「どうも～、今日は雨降ってっから（O さん）来れないかと思ってたの、ご苦労様で
す」
O さん「キュウリは大きくなるし、トマトは赤くなるしね、休んでるわけにいかないんだな～」








「この野菜はどうやって食べたらいいか」などと O さんに尋ねながら、彼女たちは 1 つ 2 つと気に
入った品物を手にとっていく。買いたいものが決まると、「これでお願いします」と言って、お勘定
の時間になる。O さんは、「1、2、3、4 つで400円になります」と、品物を 1 つ 1 つ指さしながら金
額を数えていく。彼女たちは、その様子を脇で一緒にみながら、持ってきた財布から言われた金額を
支払う。
お勘定が終わると、買い手 A さんの方から「金曜日も来る」と O さんに確認し、「来ます。でも
午後になっちゃうんだけど」と言う O さんに、「大丈夫です。また、よろしくお願いしまーす」と言
って野菜を入れたダンボールをふたりで抱えて、建物の中に戻っていった。
この日、彼女たちが O さんから購入した野菜は、A さんがキュウリ、キャベツ、春菊の計 3 種類
を400円、さらにキュウリ、ミニトマト 2 袋計 2 種類の300円分を購入した。聞けば、職場の同僚か























鶴ヶ城のお堀まで、市内広範囲に及ぶ。昼食をはさんで午後も売り、自宅に戻るのは午後 3 時、4 時


































会津若松市への 2 次避難は、1 次避難所単位でおこなわれ、約2,100人の町民の移動が 4 月 3 日、4
日に大規模に、それ以降は漸次進められた。会津若松市役所追手町第 2 庁舎内に、大熊町会津若松
























保育士の先生と、青物小売りとの初めての出会いは、6 月の 2 週目頃であった。ただし、初めて出














































































（I さん、47歳女性、販売暦 6 年、2011年 6 月16日）という。
続いて起こった問題は、販売しても買ってもらえないことだった。「毎年、クキタチがとれると 1



































































































財ふくしま自治研修センター HP「東日本大震災における避難所活動の記録（2012年 2 月）」（http//www.f-
jichiken.or.jp/tyousa-kenkyuu/241227hinanjokirokukaitei.pdf、2013年 3 月 1 日）。
福島県 HP「環境放射能測定結果・検査結果関連情報」（http//www.pref.fukushima.jp/j/old_data.html、最










































































以下では、59組78人の売り手の概要を示したいと思います。資料編の図 2 から図 5 と、パワーポ
――
イントをご参照ください。まず年齢ですが、70代と80代の売り手が合計で45名。販売人口の63を
占めるという状況でした。性別は、女性が55名と 7 割を占め、男性が23人で 3 割を占めます。販売
において、女性が重要な役割を果たしてきたことがうかがえます。居住地域ですが、居住地域は会津
















































次に、販売活動を支える栽培技術をみてみましょう。青物小売りの 1 年の活動は、概ね 5 月上旬
に始まり、12月中旬まで続けられます。雪が降るまでが販売の期間です。A さん夫婦を事例に、い
つ、どのような品目を販売していたのかを分析すると、週に 2 日で、7 ヶ月間で65日販売しているこ
とがわかりました。7 ヶ月に自家栽培の野菜40品目販売し、毎回の販売で常時10品目を取りそろえて
います。これを可能にするのが、多品種・多品目・少量栽培の販売技術です。例えば、ある品目を 2
































































































































が、このパワーポイントのここで一応示した、これですね。これの 4 キロ、4 キロというのが A 町







































































































































































































































































万か11万以下に。年間 3 万、4 万の収入に直売所は落ちて、その 3 万、4 万をある直売所では14、5
人で分けるそうするとお小遣いにもならない。年間の収入がそれしか得られないと。やっぱり買いに
きてくれる人がいるからとそういうことを言っています。
〈沼崎〉 それは車で来るの、歩いてくるの
〈相澤〉 車です。
〈沼崎〉 でしょう。田舎だったら車でみんな動いちゃうから直売所でいいんだよ。ここは適当に街場
だから車で動かない人たちがある程度住んでいるところに運んでくるので成り立つの。
〈八木〉 スーパーの特売も宅配もどれだけ入っているのかなあ。
〈沼崎〉 宅配もだからさあ、注文の仕方がさあ、ネットで注文できるとかさ、そういうリテラシーが
必要だからさ。
〈富永〉 そんなできるかな、60以上の人。
〈沼崎〉 そうじゃない、宅配サービスになると毎日同じものばかり、来てもういやだ、とかね。
〈八木〉 宅配は、注文をそのときしなければならない。しかも5,000円以上しなければならないとか
いうパターンか、定期的に決まったものだけがくるとか、どっちかだけだから、来たものの中から好
きなもの適当に選べるって、行商はすごく便利だと思う。
〈富永〉 そうですね。
〈八木〉 おまけに、ニーズに応じていろんなものをそれぞれにして、今度こういうのがほしいから持
ってきてってというと、持ってきてくれるというこまめなサービスもあるしね。
〈富永〉 おまけに、家にいるかいなか問題にならないでしょう。宅配だったら、結果的に家にいない
とね。行商は誰もいなくてもね。またすぐこれるし、置いてても気軽でいいですよね。
〈佐治〉 そうですね。玄関においていてお金は次に。
〈富永〉 被災者でもあるわけだから、被災地でも仮説住宅街で移動販売車なんかで行くのともそんな
に大きな違いはないのかなって。
〈八木〉 では、そろそろ時間も来ましたので、お話があれば懇親会で続けたいと思います。最近の震
災をめぐる人類学の発表だと、仮設住宅を歩いていろんな話を聞いてみるというのが多いから、こう
いうふうに、震災前からきちんと調査していたなかで、震災後どう変化したかというのは大事な研究
だと思いますので、ぜひ、頑張っていただきたいと思います。今日は有り難うございました。
〈佐治〉 有り難うございました。
